
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みなさんこんにちは！！ 
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僕の名前は ハッポくん！！ 

海部地区環境事務組合八穂クリーンセンターの 

イメージキャラクターだよ！ 

ソーラーパネルとプロペラをイメージして作られた

キャラクターなんだ！ 

このレポートを皆さんと一緒にみてまわるからよろ

しくね！ 

それでは海部地区環境事務組合環境経営レポートの
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愛 知 県 弥 富 市 上 野 町

2 番地 15  

 

 名称  海部地区環境事務組合 

 

 代表者    管理者 弥富市長 安藤正明 

        事務局長 渡辺和宏 

 

 

 
 八穂ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ      

〒498- 00 68   

愛 知 県 弥 富 市 鍋 田 町

八穂 399 番地 3  

塩田ｾ ﾝ ﾀ ｰ          愛 知県 愛西 市諸 桑町 塩田 2 2 番地  

             (H 23 年度 解体 工事 完了 、H 24 年度 一部 土地 売却 )  

塩田 緑苑 多目 的広 場  愛 知県 愛西 市諸 桑町 塩田 1 10 番地  
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その他施設 

２ 環境管理責任者氏名および担当者 
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事業年度 

４  施 設 等 の 状 況 

 

   職員数 23 人（環境対策室３人含む) 委託業者 33 人 

   焼却施設 110t/日×3 基（全連続燃焼式焼却炉） 

   リサイクルプラザ 131t/日（破砕・選別・資源化施設等） 

 

①八穂クリーンセンター 

３ 事業概要・事業規模・事業年度 

組 

織 

の 

概 
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 4 月～3 月 

職員数  ４1 人 令和５年 4 月 1 日現在 

対象人口 286 ,256 人 

世帯数  123 ,027 戸 

            

ご み を 燃 や す と き に 発

生 し た 熱 も 暖 房 や 発 電

装 置 を 動 か す た め 使 わ

れているんだね！！ 

事業規模 

八穂クリーンセンター  

焼却施設 110t/日×3 基 

ﾘｻｲｸﾙﾌﾟﾗｻﾞ 131t/日  

新開センター 

し尿処理施設 135KL/日 

(膜 分 離 高 負 荷 脱 窒 素 処 理 方 式)  

上野センター 

し尿処理施設 250KL/日 

(生物学的脱窒素処理方式) 

 

事業概要 
 海部地区環境事務組合は、構成自治体（津島市、愛西市、弥富市、あま市(旧甚目寺

地区を除く)、大治町、蟹江町、飛島村）で組織され、ごみ処理施設、し尿処理施設の

設置及び管理運営並びにこれに附帯する事務及び塩田緑苑多目的広場の維持管理に関

する事務の共同処理を目的とした一部事務組合である。 

ごみ処理方法 (焼却処理)  

①   ごみクレーンでごみ投入ホッパに運ばれる。 

②   焼却炉で約 950℃で焼却される。 

③   焼却灰はピットにためられた後、場外搬出される。 

 ④ 焼却の際に出たガスは薬品とﾊﾞｸﾞﾌｨﾙﾀで処理された後、煙突から放出される。 

 ⑤ 焼却熱はボイラーにより蒸気タービンを動かしたり、給湯に使われる。 
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ゴミ の量 は少 し減 って きて いる けど 、そ れで も

去年は約 7 万 7 千トン近くのごみが運ばれてき

て処 理さ れて いる んだ ね！ 想像 した だけ でク ラ

クラしてきちゃった・・・ 

 

 

 

① プ ラ ッ ト ホ ー

ム か ら 投 入 さ れ

た 粗 大 ・ 不 燃 ご

み は コ ン ベ ア で

破 砕 機 へ 運 ば れ

る 

 

② ご み に よ っ て

高 速 ・ 低 速 破 砕

機 で 細 か く さ れ

る。 

 

③ 選 別 機 を 使 い

可 燃 物 ・ ア ル

ミ ・ 鉄 分 に 分 け

られる。 

処理方法② （粗大・不燃ごみ） 

 

大 切 な 資 源

も あ る か ら

分 別 は し っ

かりね！ 

組 

織 
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令和２年～令和４年度処理（搬入）実績 (kg)  

 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

可燃ごみ 49,303,940 48,525,770 48,211,460 

プラスチックごみ 5,436,480 5,193,280 4,978,700 

可燃性粗大ごみ 1,412,860 1,383,100 1,341,690 

不燃ごみ 3,350,170 2,788,340 2,432,540 

不燃性粗大ごみ 448,700 507,870 441,810 

空ビン 136,850 131,890 180,760 

蛍光管 22,050 18,680 17,310 

廃乾電池 60,120 66,220 67,500 

脱水汚泥 3,310,140 3,483,170 3,108,390 

有料家庭系ごみ 378,940 324,750 327,980 

事業系ごみ 16,066,750 16,846,690 15,512,170 

し渣 73,850 77,090 62,160 

合計   80,000,850 79,346,850 76,682,470 
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   職員数 1３人（新開センター、総務課等) 

   し尿処理施設 135kL/日（膜分離高負荷脱窒素処理方式） 

 

②新開センター 
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令和２年～令和４年度処理（搬入）実績 （kg） 
 令和２年度 令和 3 年度 令和４年度 

し尿 3,872,260 3,762,960 3,483,500 

浄化槽汚泥 41,173,870 42,928,560 43,798,820 

合計 45,046,130 46,691,520 47,282,320 

し尿処理方法  

① 運ばれたし尿・浄 化槽汚泥は、砂・ゴミ などを除去し、スクリ ーン

によりし渣が除去さ れ 貯留槽にためられま す 。除去されたし渣は ス ク

リュープレスで脱水 し た後、八穂クリーン セ ンターで焼却処分さ れ ま

す。 

② 硝化脱窒素槽で、アンモニアや腐りやすい物質を処理し、UF1 膜分

離装置で、固形物と 分 離液に固液分離され ま す。固形物は汚泥貯 留 槽

へ、分離液は UF2 原水槽へ送られます。 

③ UF2 原水槽で、リンや色素そして微生物が食べ残した有機物を取り

除く凝集処理を行い、UF2 膜分離装置で、固形物と分離液に固液分離

されます。固形物は 汚 泥貯留槽へ、分離液 は 活性炭吸着塔へ送ら れ ま

す。 

④ 活性炭吸着塔で残 存する有機物が除去さ れ次亜塩素酸ソーダで 消毒

し放流します。 

⑤ 汚泥貯留槽にため られた汚泥は汚泥脱水 機で脱水し、場外搬出 して

資源化（炭化・肥料化）します。 
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   職員数 5 人 

   し尿処理施設 250kL/日（生物学的脱窒素処理方式） 

③上野センター 

 

 

 

し尿処理方法 

令和 2 年～令和 4 年度処理（搬入）実績 （kg） 
 令和 2 年度 令和 3 年度 令和４年度 

し尿 2,105 ,500 2 ,142 ,900 1 ,980 ,830 

浄化槽汚泥 75 ,103,290 74 ,794,450 72 ,494,820 

合計 77 ,208,790 76 ,937,350 74 ,475,650 

 

① 運ばれたし尿・浄 化槽汚泥は、砂・ゴミ などを除去し、細目ス クリ

ーンによりし渣が除 去 され貯留槽にためら れ ます。除去されたし 渣 は

スクリュープレスで脱水した後、場外搬出されます。 

② 汚泥脱水機で固形 物と分離液に分けます 。固形物は場外搬出、 分離

液は脱窒素槽に送られます 

③ 脱窒素槽、硝化槽 、二次脱窒素槽で、ア ンモニアや腐りやすい 物質

を処理し、沈殿槽へ送られます。 

④ 沈殿槽で固液分離 により、固形物と分離 液に分けます。固形物 は貯

留槽へ、分離液は薬品混合槽へ送られます。 

⑤ 薬品混合槽、フロ ック形成槽で、リンや 色素そして微生物が食 べ残

した有機物を取り除 く 凝集処理を行い、固 液 分離により固形物と 分 離

液に分けます。固形物は貯留槽へ、分離液は滅菌槽へ送られます 

⑥ 滅菌槽で次亜塩素酸ソーダによる消毒を行い、放流します。 

⑦ 発生した臭気は確 実に捕集し、酸洗浄、 アルカリ洗浄、水洗浄 を行

い完全に脱臭します。 
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織 

の 

概 
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   野球場 1 面（令和 4 年度 申込み 709 件 利用許可 709 件） 

   ゲートボール場 1 面 

   児童広場・駐車場・その他 

   ※ 塩田センター周辺の環境対策の一環として整備されたもので、 

昭和 60 年 4 月より供用開始 

⑤塩田緑苑多目的広場 

 

 

 

問題はありませんでした。 

毎年たくさんの人が野球を楽しんでくれているよ！！ 

          

解体を踏まえて行っ た 自主調査において土 壌 汚染が判明したため 、 検出された

鉛のﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞを敷地境界 4 ｶ所の調査用井戸で実施している(R2 まで年 4 回、R3

以降年１回)。結果はすべて基準値以下で問題なかった。（汚染土壌撤去済み) 

地下水ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ結果（鉛）        単位:mg/L  

採取日 No.1  No .2  No .3  No .4  

R02.08 .07 <0 .005 <0 .005 <0 .005 <0 .005 

R02.11 .06 <0 .005 <0 .005 <0 .005 <0 .005 

R03.02 .02 <0 .005 <0 .005 <0 .005 <0 .005 

R04.03 .07 <0 .005 <0 .005 <0 .005 <0 .005 

R05.03 .09 <0 .005 <0 .005 <0 .005 <0 .005 

 基準値:0 .01 以下 

 

   ごみ処理施設 150t/日×2 基（全連続燃焼式焼却炉） 

   ※ 平成 23 年 12 月に解体工事が完了した。 

④塩田センター（H13.9 で運転終了） 
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最終処分場（中継基地） 

埋立容量 14,500ｍ 3  

埋立面積  2,972m2  

（平成 13 年 10 月で搬入終了、浸出水処理のみ実施中） 

浸出水処理施設 15m 3/日 

調整池     200m 3  

  ※ 平成 17 年度から、あま市（東溝口）処分場の浸出水の処理を開始 

⑥八開処分場 
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① 八開処分場の浸出 水は原水槽に貯められ 、調整池に送られます 。ま

た、運ばれてきたあま市処分場の浸出水も調整池に貯められます。 

② 第一混和槽、pH 調整槽、第一凝集槽で 、凝集処理をして、第 一凝

集沈殿槽で、汚泥と 排 水に分けます。汚泥 は 汚泥濃縮貯留槽へ、 排 水

は第一中和槽へ送られます。 

③ 第一中和槽で、pH 調整をして、接触曝気槽で、アンモニア や腐り

やすい物質を処理し、第二混和槽へ送られます。 

④ 第二凝集槽で凝集 処理をして、第二凝集 沈殿槽で、汚泥と排水 に分

けます。汚泥は汚泥濃縮貯留槽へ、排水は第二中和槽へ送られます。 

⑤ 第二中和槽で pH 調整をして、砂ろ過器で懸濁物質、濁度などを除

去して、放流監視槽へ送られます。 

⑥ 放流監視槽で滅菌をして、公共用水に排水します。 

 

八開浸出水処理方法  

※ 現在、浸出水の処理は中和処理のみのため、 

使用している薬品は硫酸とリン酸のみである。 7 



  

項目 基準値 R4 .4 .4  R4.5.10 R4 .6 .2  R4 .7 .8  R4 .8 .1  R4 .9 .7  

ｐＨ 5 .8 -

8 .6  
7 .2  7 .7  7 .4  7 .6  7 .6  7 .6  

ＢＯＤ 

mg/L 
60  1 .1  1 .8  <0 .5  1 .4  0 .6  0 .6  

ＣＯＤ 

mg/L 
90  3 .4  5 .9  3 .5  4 .0  2 .9  3 .7  

ＳＳ 

mg/L 
60  7  8  3  3  2  3  

大腸菌群数  

個/mL 
<30 00  <30  <30  <30  <30  <30  <30  

全窒素 

mg/L 
120  1 .2  0 .5  0 .8  1 .4  1 .4  1 .8  

全リン 

mg/L 
16  0 .0 3  0 .0 5  0 .0 5  0 .0 5  0 .0 6  0 .0 7  

 

項目 基準値 R4.10.13 R4.11.8 R4.12.9 R5.1.13 R5 .2 .9  R5 .3 .9  

ｐＨ 5 .8 -

8 .6  
7 .6  7 .6  7 .1  7 .3  6 .9  7 .2  

ＢＯＤ 

mg/L 
60  <0 .5  0 .5  0 .6  1 .0  1 .1  0 .8  

ＣＯＤ 

mg/L 
90  4 .2  4 .5  3 .8  7 .0  5 .2  5 .3  

ＳＳ 

mg/L 
60  4  10  8  13  14  13  

大腸菌群数 

個/mL 
<30 00  <30  <30  <30  <30  <30  <30  

全窒素 

mg/L 
120  1 .5  1 .6  1 .6  1 .7  1 .4  2 .9  

全リン 

mg/L 
16  0 .0 7  0 .0 9  0 .0 9  0 .0 9  0 .0 1  0 .0 4  

 

※一般廃棄物の最終処分場及び産業廃棄物の最終処分場に係る技術上の基準を定める 

省令に記載されている排水基準等に係る項目についても問題なかった。 

 

（産廃業者向けガイドライン 20１７年版で要求されている資本金、売上高、 

許可内容は該当ありません） 

 

令和 4 年度測定結果 

対
象
範
囲(

認
証
・
登
録
範
囲
︶︑

の
対
象
期
間
及
び
発
行
日 

・  八開処分場では公共用水域に放流しているため、「一般廃棄物の最終処

分場及び産業廃棄物の最終処分場に係る技術上の基準を定める省令」を

もとに、水質管理をしております。 

 

 

 組 

織 

の 

概 

要 
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事 務 局  Ｅ Ａ 2 1 委 員 会  

( 兼 「 地 球 温 暖 化 対 策 推 進 委 員 会 」 )  

総 括  室 長       八 神 正 宏  

   総 務 課 長     大 木 孝 介  

   主 査       荻 須 慎 平  

   技 師       横 井 悠 里 子  

上 野 セ ン タ ー  

係 長  加 藤 修 也  

 

       

八 穂 ｸ ﾘ ｰ ﾝ ｾ ﾝ ﾀ ｰ    

主 事  辻 村 圭 吾  主 事  小 宮 理 光  

 

環 境 管 理 責 任 者  八 神 正 宏  

総 務 課  新 開 セ ン タ ー  

主 事  村 尾 明 日 翔 主 事  渡 辺 寛 生  

 

内 部 監 査 員 ( 3 ～ 4 名 )  

代 表 者  管 理 者  弥 富 市 長  安 藤 正 明  

   ( 事 務 局 長  渡 辺 和 宏 )  

 

 

代表者 環 境 方 針 を 策 定 す る 。 ( 管 理 者 )  資 源 ( 人 材 ・ 資 金 ・ 技 術 ） を 用 意 す る 。 ( 管 理 者 )   

環 境 管 理 責 任 者 を 指 名 す る 。 ( 事 務 局 長 )  シ ス テ ム を 見 直 す 。 ( 事 務 局 長 )  

内部監査委員  シ ス テ ム の 運 用 状 況 の 監 査 。  

環境管理責任者  シ ス テ ム の 総 責 任 者 と し て 役 割 権 限 を 他 の 責 任 に 関 わ ら ず 持 つ 。 シ ス テ ム の 実 績

を 代 表 者 に 報 告 。 環 境 経 営 シ ス テ ム の 構 築 ・ 運 用 ・ 維 持 。  

EA21 委員会 全 体 計 画 の 立 案 。 文 書 を 作 成 管 理 。 一 般 教 育 を 実 施 。 シ ス テ ム 運 用 上 の 事 務 管

理 。  

各センター(委員)  各 セ ン タ ー の 計 画 の 立 案 。 作 業 教 育 の 実 施 。 実 施 状 況 を 確 認 、 記 録 。  

全職員 環 境 方 針 の 理 解 。 環 境 活 動 計 画 に 定 め ら れ た 内 容 の 実 践 。  

 

EA21 委員会体制(実施体制表)  

役割分担 

対
象
範
囲(

認
証
・
登
録
範
囲) 

レ
ポ━

ト
の
対
象
期
間
及
び
発
行
日 
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登録事業者名 海部地区環境事務組合 

対象事業所 

・組合事務所・新開ｾﾝﾀｰ  

・八穂ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ  

・上野ｾﾝﾀｰ  

・塩田ｾﾝﾀｰ（撤去は完了しているが工事前に汚染土壌が検出さ

れたため対象とする。※6 ページ参照） 

・塩田緑苑多目的広場 

・八開処分場 

活動 

 一般廃 棄物中 間処理 業、ごみ 処理施 設跡地 の地下水 モニタリ

ング、一 般廃棄 物最終 処分場の 浸出水 処理、 多目的広 場の維持

管理 

 ※対象地域は海部地区（津島市、愛西市、弥富市、あま市(旧

甚目寺地区を除く)、大治町、蟹江町、飛島村） 

レポートの 

対象期間 
 令和 4 年４月１日～令和 5 年 3 月 31 日 

レポート 

発行日 
 令和５年６月２９日 

レポート 

更新日 
令和５年７月２０日 

 

令 和 5 年 5 月 １ 日 現 在  令 和 4 年 度 時  

事 務 局  Ｅ Ａ 2 1 委 員 会  

( 兼 「 地 球 温 暖 化 対 策 推 進 委 員 会 」 )  

総 括  室 長       八 神 正 宏  

   総 務 課 長     大 木 孝 介  

   主 査       荻 須 慎 平  

   技 師       横 井 悠 里 子  

八 穂 ｸ ﾘ ｰ ﾝ ｾ ﾝ ﾀ ｰ    

主 事  辻 村 圭 吾  主 事  小 宮 理 光  

 

環 境 管 理 責 任 者  八 神 正 宏  

総 務 課  新 開 セ ン タ ー  

主 事  山 田 善 根  主 事  渡 辺 寛 生  

 

内 部 監 査 員 ( 3 ～ 4 名 )  

代 表 者  管 理 者  弥 富 市 長  安 藤 正 明  

   ( 事 務 局 長  渡 辺 和 宏 )  

上 野 セ ン タ ー  

係 長  木 下 勝 弘  

 

       



 
 
 
  

  
 
 
 
 

 

 

  

 

当組合は、愛知県海部地区のごみ及びし尿を共同処理する一部事務組合です。「地

球温暖化対策推進法」の一部改正や、カーボンニュートラルの実現等、環境問題に関

するニュースが絶えない今日、環境を保全しようとする意識が国、県の廃棄物・環境

に関する施策だけではなく住民レベルで高まっており、廃棄物行政は特に注目されて

いる事業であります。 

ごみ処理施設「八穂クリーンセンター」においては、様々な公害防止対策を行った

うえで、焼却炉の監視を行っており、公害はもちろん地域環境にも配慮しながら、ご

みを衛生的かつ安全に処理しております。平成２７年度から３か年事業として「第１

期基幹的設備改良工事」を、平成３０年度からは４か年事業として「第２期基幹的設

備改良工事」を行い、施設機能を維持したうえで、省エネ化や発電の効率化により電

力を有効活用し、地球温暖化対策の推進を図っております。 

新開センター及び上野センターではし尿・浄化槽汚泥を衛生的かつ環境保全に配慮

して、伊勢湾総量規制の基準を満たすよう効率的に処理しており、日光川及び伊勢湾

の水質保全に寄与しております。いずれの施設も、この地域にとって大変重要な施設

でありますので、運営管理には細心の注意を払い、地元住民の健康や生活環境の保全

を図っております。 

当組合では、常に環境を意識した事業の推進、環境に優しい事業の実施、効率的な

事業運営を図るため、平成 19 年に認証取得したエコアクション 21 を維持し、以下

の事項を遵守いたします。 

 

 １ 適用される法規制及び地元住民と締結した公害防止協定書を遵守します。 

 ２ 環境方針を職員（委託会社含む）に周知します。 

 ３ 環境方針をホームページ等で一般に公開します。 

 ４ 内部監査を実施し、環境経営システムの継続的改善を進めます。 

 ５ 以下を目的として取り組みを展開、推進します。 

  (1)  電力･燃料の使用に伴う二酸化炭素排出量の削減に努めます。 

  (2)  各セン ター 等から 生じる 廃棄 物 の排出 抑制、 資源 物 のリサ イクル に努 め ま

す。 

  (3)  各センターの水使用量の削減や水の有効利用に努めます。 

  (4)  化学物質の使用量削減及び適正管理に努めます。 

  (5)  事務用品等のグリーン購入に努めます。 

  (6)  環境に配慮した事業の推進に努めます。 

  (7)  整理整頓の行き届いた職場作りに努めます。 

 

 

令和４年 4 月 1 日 

愛知県津島市新開町二丁目２１２番地    

海部地区環境事務組合          

管理者 弥富市長 安藤 正明 

 

環 

境 

方 

針 
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Ｒ４年度目標： ①電力※ 1 の二酸化炭素※ 2 を R2 年度※ ３比 1%削減 

 

 
 二酸化炭素排出量削減 

R2 年度 

電 力 に よ る

二 酸 化 炭 素

排出量 

八穂 
6,972 ,767kg-

CO 2  
R2 年度 

自動車燃料によ

る二酸化炭素排

出量  

八穂 
1 ,239 kg-

CO 2  

新開 700 ,785kg-CO 2  新開 
2 ,322 kg-

CO 2  

上野 552 ,717kg-CO 2  上野 247 kg-CO 2  

※ 1  八 穂 は 総 電 力 （ 2 ９ ペ ー ジ 参 照 ）、 新 開 、 上 野 は 買 電 力 と す る  

環
境
経
営
目
標
及
び
環
境
経
営
目
標
の
実
績 

②自動車燃料の二酸化炭素を R2 年度※ ３比 1%削減 

※ 2  二 酸 化 炭 素 排 出 係 数 は 、 R 2 年 度 の 調 整 後 排 出 係 数 を 使 用 し 、 八 穂 0 . 5 1 3 ｋ ｇ - C O 2 / k W h ( 株 式 会 社 F -

P o w e r ) 、 新 開 、 上 野 0 . 4 2 6 ｋ ｇ - C O 2 / k W h ( 中 部 電 力 ミ ラ イ ズ 株 式 会 社 ) と し た 。          

R 4 年 度 購 入 会 社  八 穂 ： 日 立 造 船 株 式 会 社  中 部 支 社 ( 登 録 番 号 A 0 1 3 4 )  

新 開 、 上 野 ： 中 部 電 力 ミ ラ イ ズ 株 式 会 社 ( 登 録 番 号 A 0 2 7 0 )  

※ ３  R 2 年 度 を 基 準 年 と し た  

 Ｒ4 年度目標値 

(R2 年度×0.99)  

Ｒ５年度目標値 

(R2 年度×0.98)  

Ｒ6 年度目標値 

(R2 年度×0.97)  

① 電 力

消 費 に

よ る 排

出 量 目

標値※ 

八穂 6 ,903 ,039 kg-CO 2    

新開 693 ,777kg-CO 2    

上野 547 ,190kg-CO 2    

合計 8 ,144 ,006kg-CO 2    

② 自 動

車 燃 料

に よ る

排 出 量

目標値 

八穂 1 ,226kg-CO 2  1 ,214kg-CO 2  1 ,202kg-CO 2  

新開 2 ,299kg-CO 2  2 ,276kg-CO 2  2 ,253kg-CO 2  

上野 245kg-CO 2  242kg-CO 2  240kg-CO 2  

合計 3 ,770kg-CO 2  3 ,732kg-CO 2  3 ,695kg-CO 2  

③ 軽 油

に よ る

排 出 量

目標値 

 

 

上野 

 

 

2 ,586kg-CO 2  

 

 

2 ,560kg-CO 2  

 

 

2 ,534kg-CO 2  

各年度毎に排出量 1%削減（Ｒ4 年度から） 

11 
※   R5 年 度 以降 、 新 開、 上 野 は 八 穂 のご み 焼 却で 発 電 し た 電 力を 使 用 する た

め 、 二 酸 化 炭 素排 出 量 は 0 と み な せ る。 そ の た め、 令 和 ５ 年 度 以降 は 二 酸化

炭 素 排 出 量 削 減目 標 に 含め な い 。 

③軽油(上野)の二酸化炭素を R2 年度※ ３比 1%削減 

 ④軽油(八穂)の単位ごみ当たりの二酸化炭素を過去 10 年間の

平均※ 4 比 1%削減 

 ⑤灯油の二酸化炭素の増加防止※ 5  

 

※ 4  軽 油 の 使 用 量 は 、 重 機 に 関 係 す る ご み の 搬 入 量 に よ っ て 変 化 す る た め 、 年 度 間 の 比 較 が 難 し い 。 そ の た め 、

過 去 1 0 年 間 の 搬 入 ご み 1 t 当 た り の 軽 油 由 来 二 酸 化 炭 素 排 出 量 ( k g - C O 2 ) の 平 均 値 2 . 6 3 ( k g - C O 2 / t ) を

環 境 目 標 の 基 準 と し た 。 な お 、 令 和 ４ 年 度 1 0 月 か ら 、 ご み の 選 別 方 法 が 変 更 と な っ た た め 、 令 和 ５ 年 度  

以 降 の 基 準 値 は 令 和 ４ 年 度 1 0 月 ～ ３ 月 の 平 均 値 3 . 8 7 に 変 更 し た 。  

※ 5  灯 油 の 使 用 量 は 、 ご み の 搬 入 量 で 変 わ る た め 、 年 度 間 の 比 較 が 難 し い 。 そ の た め 、 環 境 目 標 は 八 穂 の 運 転 計

画 よ り 推 定 し た 灯 油 使 用 量 か ら 二 酸 化 炭 素 排 出 量 を 計 算 し 、 こ れ を 超 え な い こ と を 目 標 と し た 。  



 
   Ｒ4 年度目標値 

(2.63×0.99)  

Ｒ５年度目標値 

(3.87×0.99)  

Ｒ6 年度目標値 

(3.87×0.98)  

④ 軽 油

の 単 位

ご み 当

た り の

排 出 量

目標値 

 

 

 

八穂 

 

 

 

2 .60kg-CO 2 / t  

 

 

 

3 .83kg-CO 2 / t  

 

 

 

3 .79kg-CO 2 / t  

  Ｒ4 年度目標値 Ｒ５年度目標値 Ｒ6 年度目標値 

⑤ 灯 油

に よ る

排 出 量

目標値 

 

 

八穂 

 

 

273 ,900kg-CO 2  

 

 

273 ,900kg-CO 2  

 

 

273 ,900kg-CO 2  

 

 

環
境
経
営
目
標
及
び
環
境
経
営
目
標
の
実
績 
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①電力消費による排出量 ②自動車燃料による排出量 

八

穂 

6,561,936kg-

CO 2  

削減率 5.9%  

八

穂 

1,552kg-CO 2  

削減率-25% 
 

新

開 

691,481kg-CO 2  

削減率 1.33% 
 

新

開 

2,089kg-CO 2  

削減率 10% 
 

上

野 

521,247kg-CO 2  

削減率 5.7% 
 

上

野 

84kg-CO 2  

削減率 66% 
 

合

計 

7,774,664kg-

CO 2  

削減率 4.5%  

合

計 

3,725kg-CO 2  

削減率 1.2% 
 

Ｒ4 年度実績値 

※   八 穂 ク リ ーン セ ン ター 自 動 車 燃 料 の環 境 目 標未 達 成 の 原 因 は契 約 関 係に よ

る 移 動 が 多 か った た め であ る 。 
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環
境
経
営
目
標
及
び
環
境
経
営
目
標
の
実
績 

③軽油による排出量(上野)  

２,１４６kg-CO2   

削減率１８%  

 

 

④軽油の単位ごみ当たりによる排出量(八穂) 

3.16kg-CO 2/t  

削減率-20%  

 

 

⑤灯油による排出量(八穂) 

261,044kg-CO 2  

削減率 5%  

 

 

 

Ｒ4 年度実績値 

※   八 穂 ク リ ーン セ ン ター 軽 油 の 単 位 ごみ 当 た りに よ る 排 出 量 の環 境 目 標未 達 成 の 原 因 は令

和 ４ 年 10 月 か ら 、 軽 油 で 稼 働 す る 重 機 を 使 用 し た ご み の 選 別 方 法 が 変 更 と な り 、 重 機

の 使 用 頻 度 が 増加 し た ため で あ る 。 



 
 
 
  

 

 

R2 年度 

コピー用紙

補充枚数 

八

穂 
80,000 枚 

新

開 
89,500 枚 

上

野 
12,000 枚 

 

Ｒ4 年度目標： ①コピー用紙補充枚数を R2 年度※比 1%削減 

②3R 啓発の継続 

 廃棄物排出量削減・リサイクル推進 

コピー用紙年度毎に補充量 1%削減 

（Ｒ4 年度から） 

コピー用紙補充枚数目標値 

 
R4 年度目標値 

(R2 年度 

  ×0 .99 )  

R5 年度目標値 

(R2 年度 

  ×0 .98 )  

R6 年度目標値 

(R2 年度×

0.97)  

R4 年度 

実績 

八

穂 
79,200 枚 82,450 枚 77,600 枚 

85,500 枚 
削減率-6.9％  

新

開 
88,605 枚 92,150 枚 86,815 枚 

92,500 枚 
削減率-3.4％  

上

野 
11,880 枚 12,610 枚 11,640 枚 

10,500 枚 
削減率 13％  

合

計 
179,685 枚 

187,210

枚 

176,055

枚 

188,500

枚 
削減率-4.9％   

 

環
境
経
営
目
標
及
び
環
境
経
営
目
標
の
実
績  

Ｒ4 年度 

目標 

Ｒ5 年度 

目標 

Ｒ6 年度 

目標 

Ｒ4 年度 

実績 

3R 啓 発

の継続 

3R 啓発

の継続  
3R 啓発

の継続  
3R 啓発

の継続  
3R 啓発の継続 

 

 
3R 啓発の継続の目標達成手段 

 
・環境学習教室等でのリユース等の啓発 

 

②3R 啓発の継続 

①コピー用紙 

※R2 年度を基準年とした 
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※ 八 穂 と 新 開 で 環 境 目 標 未 達 成 の 原 因 は 財 務 会 計 シ ス テ ム の 新 規 導 入 に よ り 、 紙 の 使 用 量 が 増

え た た め で あ る。 加 え て、 八 穂 で は プ ロポ ー サ ル関 係 の 書 類 も 原因 と 考 えら れ る 。 



  

 

 

 化学物質削減・適正管理 

水道水使用量 

八

穂 

8,207m3  

削減率-4.5%   

新

開 

307m3  

削減率-3.4%   

上

野 

154m3  

削減率 36%   

合

計 

8,668m3  

削減率-4.3%   

 

 

R2 年度 

水道水使用量  

八

穂 
7,853m3  

新

開 
297m3  

上

野 
240m3  

 

Ｒ4 年度目標：リスクアセスメントによる見直し 

リスクアセスメントの実施 

Ｒ4 年度 

目標 

Ｒ5 年度 

目標 

Ｒ6 年度 

目標 

Ｒ4 年度 

実績 

化学物質ﾘｽｸ

ｱｾｽﾒﾝﾄ指針

による見直し 

化学物質ﾘｽｸｱｾ

ｽﾒﾝﾄ指針によ

る見直し 

化学物質ﾘｽｸ

ｱｾｽﾒﾝﾄ指針

による見直し 

化学物質ﾘｽｸｱｾ

ｽﾒﾝﾄ指針によ

る見直し  

 

※  八 穂 ク リ ー ン セ ン タ ー で は 充 電 式 電 池 に よ る 火 災 発 生 の 防 止 を 目 的 と し た 散 水 を 実 施 し て お り 、 水 使   

用 量 削 減 目 標 の 達 成 が 不 可 能 で あ る 。 そ の た め 、 令 和 ３ 年 度 よ り 八 穂 ク リ ー ン セ ン タ ー の 水 使 用 量 削 減 目

標 を 生 活 系 に 使 用 さ れ る 水 道 水 の 量 へ と 変 更 し た 。 八 穂 と 新 開 で 環 境 目 標 未 達 成 の 原 因 は 、 漏 水 に よ る も

の と 考 え ら れ る 。  

年度別水道水目標値 

 

Ｒ4 年度 
目標値 

(R2 年度×
0.99)  

Ｒ5 年度 
目標値 

(R2 年度×
0.98)  

Ｒ6 年度 
目標値 

(R2 年度×
0.97)  

八

穂 
7 ,774m 3   7 ,696m³ 7 ,617m³ 

新

開 
294m 3  291m³ 288m³ 

上

野 
238m 3  235m³ 233m³ 

合

計 
8 ,306m 3  8 ,222m³ 8 ,138m³ 

 

環
境
経
営
目
標
及
び
環
境
経
営
目
標
の
実
績 

Ｒ4 年度実績値 

水道水年度毎に使用量 

1%削減（R4 年度から） 

Ｒ4 年度目標：水道水を R2 年度※比 1%削減 
※R2 年度を基準年とした   

 

水使用量削減 
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環境に配慮した事業の推進 
Ｒ4 年度目標：環境に配慮した事業の推進 

 
Ｒ4 年度 

目標 

Ｒ5 年度 

目標 

Ｒ6 年度 

目標 

Ｒ4 年度 

実績 

環 境 に 配

慮 し た 事

業推進  

目標達成 

手段の実施 

目標達成 

手段の実施 

目標達成 

手段の実施 

目標達成 

手段※の実施 
 

 

 
Ｒ4 年度 

目標 

Ｒ5 年度 

目標 

Ｒ6 年度 

目標 

Ｒ4 年度 

実績 

整 理 整 頓

実施 

1 月に 1 カ所 

以上整理整頓  
1 月に 1 カ所 

以上整理整頓  
1 月に 1 カ所 

以上整理整頓  
1 月に 1 カ所 

以上整理整頓  

 

整理整頓の行き届いた職場 

Ｒ4 年度目標：整理整頓の実施 

・環境学習教室等の開催継続 

・再生資源の利用 

・省エネ機器の採用 

・塩田ｾﾝﾀｰの地下水ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ  

・八開処分場の浸出水処理施設維持管理 

・ＢＣＰの策定 

 

※目標達成手段 

 
Ｒ4 年度 

目標 

Ｒ5 年度 

目標 

Ｒ6 年度 

目標 

Ｒ4 年度 

実績 

グ リ ー ン

購 入 の 推

進  

八穂 

ｸﾞﾘｰﾝ購入

の推進  
ｸﾞﾘｰﾝ購入

の推進  
ｸﾞﾘｰﾝ購入

の推進  

グリー

ン購入

の推進 

 

 

 

 
 

新開 

上野 

 

グリーン購入 

Ｒ4 年度目標：グリーン購入の推進 

環
境
経
営
目
標
及
び
環
境
経
営
目
標
の
実
績 
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環
境
経
営
目
標
及
び
環
境
経
営
目
標
の
実
績 

 

方針 R5 年度 

二 酸 化 炭

素 排 出 量

削減 

ガ ソ リ ン の

二 酸 化 炭 素

を R2 年 度

比 2%削減  

（各ｾﾝﾀｰ） 

R2 年度×0.98 

八穂 1 ,214 kg-CO 2  

新開 2 ,276 kg-CO 2  

上野 242 kg-CO 2  

合計 3 ,732 kg-CO 2  

軽 油 の 二 酸

化 炭 素 を

R2 年 度 比

2% 削 減

（各ｾﾝﾀｰ） 

R2 年度×0.98 

 

 

上野 

 

 

242 kg-CO 2  

軽 油 の 単 位

ご み 当 た り

の 二 酸 化 炭

素 を 令 和 4

年 度 10 月

～ 3 月 の 平

均 値 3.87

よ り 1 ％ 削

減 

 

 

 

八穂 

 

 

 

3 .83 kg-CO 2 / t  

灯 油 の 二 酸

化 炭 素 の 増

加防止 

 

八穂 

 

273 ,900 kg-CO 2  

廃 棄 物 排

出 量 削

減 ・ ﾘ ｻ ｲ ｸ ﾙ

推進 

ｺ ﾋ ﾟ ｰ 用 紙 購

入 枚 数 を

R2 年 度 比

2%削減 

（各ｾﾝﾀｰ） 

R2 年度×0.98 

八穂 78 ,400 枚 

新開 87 ,710 枚 

上野 11 ,760 枚 

合計 177 ,870 枚 

3Ｒ啓発の継続（環境対策室） 

水 使 用 量

削減 

水 道 水 ※ を

R2 年 度 比

2% 削 減

（各ｾﾝﾀｰ） 

R2 年度×0.98 

八穂 7 ,696m 3  

新開 291m 3  

上野 235m 3  

合計 8 ,222m 3  

化 学 物 質

削 減 ･ 適 正

管理 

化学物質ﾘｽｸｱｾｽﾒﾝﾄ指針による見直し 

（各ｾﾝﾀｰ） 

ｸﾞﾘｰﾝ購入 
ｸﾞﾘｰﾝ購入の推進 

（各ｾﾝﾀｰ） 

環 境 に 配

慮 し た 事

業推進 

電 力 使 用 量
※ を R2 年度

比 2 ％ 削 減

（各ｾﾝﾀｰ） 

R2 年度×0.98 

八穂   12 ,535 ,47 kwh 

新開 1 ,593 ,596kwh 

上野 1 ,273 ,796kwh 

目的達成手段の実施（各ｾﾝﾀｰ） 

整 理 整 頓

の 行 き 届

いた職場 

整理整頓を 1 月に 1 カ所以上実施 

（各ｾﾝﾀｰ） 

※ 八穂については、生活系に使用される水道水の量とする。 

※ 八穂については、総電力量とする。 

R5 年度の環境目標 
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電 力 の 二

酸 化 炭 素

を R2 年

度 比 1%

削減 

令和 4 年度環境活動計画 取組結果 評価 
次年度 

取組 

空調温度の適正化 

（木下委員、辻村委員、小宮

委員、山田委員、渡辺委員） 

実施できた 基本的である 継続 

消費電力のﾃﾞﾏﾝﾄﾞ管理 

（辻村委員、小宮委員） 
実施できた 効果が大きい 継続 

照明 OA 機器の適正管理 

（木下委員、辻村委員、小宮

委員、山田委員、渡辺委員） 

実施できた 意識が高まる 継続 

ｴﾚﾍﾞｰ ﾀ使用停止及び管理 

（辻村委員、小宮委員） 
実施できた 定着している 継続 

建築動力・照明電力量の管理 

（辻村委員、小宮委員） 

委託業者によ

り実施 
定着している 継続 

ﾉｰ残業ﾃﾞｰの実施 

（木下委員、辻村委員、小宮

委員、山田委員、渡辺委員） 

実施できた 定着している 継続 

 

自動車燃
料の二酸
化炭素を
R2 年度
比 1％削

減 

令和 4 年度環境活動計画 取組結果 評価 
次年度

取組 

アイドリングストップ 

（木下委員、辻村委員、小宮委

員、山田委員、渡辺委員） 

呼びかけ

を実施 
意識が高まる 継続 

点検整備の励行 

（木下委員、辻村委員、小宮委

員、山田委員、渡辺委員） 

実施でき

た 
必要である 継続 

低公害車の購入及び台数削減（木

下委員、辻村委員、小宮委員、山

田委員、渡辺委員） 

購入およ

び削減な

し 

効果が大きい 継続 

公共交通機関利用及び乗り 

合わせ（木下委員、辻村委員、小

宮委員、山田委員、渡辺委員） 

呼びかけ

を実施 
意識が高まる 継続 

軽油の二
酸化炭素
を R2 年
度比 1％

削減 

令和 4 年度環境活動計画 取組結果 評価 
次年度

取組 

重機の省エネ運転 

（木下委員） 
実施できた 必要である 継続 

点検整備の励行 

（木下委員） 
実施できた 必要である 継続 

 

軽油の二酸化炭素を単
位ごみ当たりの二酸化
炭素を過去 10 年の平
均 2 .63 より 1%削減 

 

令和 4 年度環境活動計画 取組結果 評価 
次年度

取組 

重機の省エネ運転 

（辻村委員、小宮委員） 
実施できた 必要である 継続 

点検整備の励行 

（辻村委員、小宮委員） 
実施できた 必要である 継続 

灯油の二酸化炭
素の増加防止 

令和 4 年度環境活動計画 取組結果 評価 
次年度

取組 

焼却設備の適正管理 

（辻村委員、小宮委員） 
実施できた 必要である 継続 

火災鎮火の放水によるごみの湿潤

化の原因となる小型充電式電池等

の除去（辻村委員、小宮委員） 

実施できた 必要である 継続 

 

 
環
境
経
営
計
画
の
取
組
結
果
と
そ
の
評
価 

次
年
度
の
取
組
内
容 

 

二酸化炭素排出量削減 
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環
境
経
営
計
画
の
取
組
結
果
と
そ
の
評
価 

次
年
度
の
取
組
内
容 

 

 

  令和２年度 令和 3 年度 令和 4 年度 

CO 2  23,276 ,218 22 ,649 ,600 20 ,989 ,238 

N2O （ 一 酸 化 二

窒素） 
1,401,731 1 ,376,425 1 ,296,154 

CH4（メタン） 127,967 129,352 127,375 

HFC(ハイドロフ

ルオロカーボン) 
－ 941 ― 

合計 24,805 ,916 24 ,311 ,088 22 ,412 ,767 

 

 令和 2 年度 令和３年度 令和 4 年度 

八

穂 

合計 23,215 ,413  22,731 ,074 21 ,063 ,495 

非ｴﾈﾙｷﾞｰ

起源 

22,482 ,574  22,289 ,709 20 ,620 ,044 

ｴﾈﾙｷﾞｰ起

源 

732,839  441,365 443,451 

新

開 

合計 851,921  760,986 742,401 

非ｴﾈﾙｷﾞｰ

起源 

59,758  61,941 48 ,654 

ｴﾈﾙｷﾞｰ起

源 

792,163  699,045 693,747 

上

野 

合計 728,785  656,729 600,469 

非ｴﾈﾙｷﾞｰ

起源 

102,425  102,066 76 ,635 

ｴﾈﾙｷﾞｰ起

源 

626,360  554,663 523,834 

 

 

※  エネルギー起源とは、燃料の燃焼、電気の使用に伴い排出される CO 2 のことです。 

また、非エネルギー起源は工業プロセスや廃棄物の焼却で発生した温室効果ガスのこ 

とで、八穂はごみの焼却、新開・上野はし尿処理で排出される CO 2 のことです。 

各センターの温室効果ガス排出量  （kg-CO2）  

 令和 4 年度の当組合の温室効果ｶﾞｽ排出量総合計は 22,412,767kg-CO 2

だった（グラフ 1）。N2O は廃棄物の焼却時、車両運転時の排ガスに含まれ、

CH4 はし尿処理から発生しており、それぞれ二酸化炭素排出量に換算した結果

となっている。また HFC は空調機室外機の修繕の際に充填しており、こちら

も二酸化炭素排出量に換算した結果となっている。 

ｾﾝﾀｰ別排出量（ｸﾞﾗﾌ 2、グラフ 3）では八穂ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰが一番多い（灯油由

来が最も多い）。エネルギー起源※由来から発生するＣＯ 2 の量では新開ｾﾝﾀｰが

一番多い。（ｸﾞﾗﾌ 4） 

TOPICS① 温室効果ガス排出量 

温室効果ガス排出量  （kg-CO2）  
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0

200,000

400,000

600,000

800,000
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環
境
経
営
計
画
の
取
組
結
果
と
そ
の
評
価 

次
年
度
の
取
組
内
容 

 

温室効果ガス排出量  （kg-CO2）  
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( k g - C O 2 )  



 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
                              
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ｺﾋﾟｰ用紙

購入枚数

を R2 年

度比 1%

削減 

 

令和４年度環境活動計画 取組結果 評価 
次年度

取組 

コピー枚数の管理 

（木下委員、辻村委員、

小宮委員、山田委員、渡

辺委員） 

実施している 定着している 継続 

配布資料の削減取組 

（木下委員、辻村委員、

小宮委員、山田委員、渡

辺委員） 

呼びかけを 

実施 
定着している 継続 

画面コピーの増 

（木下委員、辻村委員、

小宮委員、山田委員、渡

辺委員） 

呼びかけを 

実施 
定着している 継続 

作業ミスの削減 

（木下委員、辻村委員、

小宮委員、山田委員、渡

辺委員） 

呼びかけを 

実施 
意識が高まる 継続 

集約印刷や縮小印刷の実

施 

（木下委員、辻村委員、

小宮委員、山田委員、渡

辺委員） 

呼びかけを 

実施 
定着している 継続 

 

3R 啓発

の継続 

令和 4 年度環境活動計画 取組結果 評価 
次年度

取組 

環境学習教室等でﾘﾕｰｽ等の

啓 発 （ 荻 須 委 員 、 横 井 委

員） 

実施できた 
定 着 し て

いる 
継続 

 
八 穂 環 境 学 習 教 室 は 月 1 回 ず つ 行

い、環境啓発活動を行っています。 

これからも取り組んでいきます！ 

廃棄物排出量削減・リサイクル推進 

ど う し て も 業 務 上 、 紙 面 で 残 す 資 料 が 多

い 現 状 で す が 、 会 議 等 で の 資 料 削 減 な ど

意 識 し て 改 善 し て い け る と こ ろ は 今 後 も

職員全員で努めていきます。 

↑環境学習教室の状 況  ↑両面コピー啓発 P OP 

 

環
境
経
営
計
画
の
取
組
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と
そ
の
評
価 

次
年
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の
取
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内
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環
境
経
営
計
画
の
取
組
結
果
と
そ
の
評
価 

次
年
度
の
取
組
内
容 

 

水道水を

R2 年度比

1％削減 

令和 4 年度環境活動計

画 
取組結果 評価 

次年度

取組 

節 水 シ ー ル の 貼 り 付 け

とポスター掲示 

（ 木 下 委 員 、 辻 村 委

員 、 小 宮 委 員 、 山 田 委

員、渡辺委員） 

実 施 済 み 、

追 加 及 び 張

り替え 

意識が高まる 継続 

風 呂 場 ・ 洗 濯 の 節 水 実

施 

（ 木 下 委 員 、 辻 村 委

員 、 小 宮 委 員 、 山 田 委

員、渡辺委員） 

呼 び か け を

実施 
意識が高まる 継続 

 

水使用量削減 

水使用量および排水量（ｍ３） 

  令和２年度 令和 3 年度 令和 4 年度 

八穂 
上水 36,226 35,891 36,071 

排水量 0 0 0 

新開 

上水 297 306 307 

地下水 11,356 11,340 13,339 

排水量 52,613 53,661 56,799 

上野 

上水 240 146 154 

工業用水 194,661 280,558 316,262 

排水量 270,843 352,281 349,594 

 

TOPICS② 水使用・排水量の推移 

適正な管理実施に取り組んでいる。なお、令和 4 年度の使用量、排水量

は下記のとおりである。 

新開、上野両ｾﾝﾀｰでは平成 21 年度から、放流水（処理水）を浄化槽清

掃後の水張り用として浄化槽清掃業者の申し出により提供している。これ

により水資源の節約や、浄化槽管理者にもﾒﾘｯﾄとなる住民ｻｰﾋﾞｽの一つと

して、今後とも資源の有効活用に努めたいと考えている。 

TOPICS③ 放流水の再利用 

放流水再利用量（ｔ） 

 令和２年度 令和 3 年度 令和 4 年度 

新開ｾﾝﾀｰ    1 ,059   1 ,271   1 ,311 

上野ｾﾝﾀｰ  1,896 2,207 2,106 
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リ ス ク

ア セ ス

メ ン ト

の実施 

令和 4 年度環境活動計画 取組結果 評価 
次年度

取組 

化学物質ﾘ ｽｸ ｱ ｾ ｽ ﾒ ﾝ ﾄの  

見 直 し （ 木 下 委 員 、 辻 村 委

員 、 小 宮 委 員 、 山 田 委 員 、 渡

辺委員） 

実 施 で き

た 

継 続 的 に

改 善 し て

いく 

継続 

化学物質削減・適正管理 

当組合で使用しているＰＲＴＲ該当物質（第１種指定化学物質）には八

穂ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰのﾎﾞｲﾗｰ缶水脱酸剤（ﾋﾄﾞﾗｼﾞﾝ一水和物 39％含有）があるが、

使用量は令和 4 年度実績で 692kg（純ﾋﾄﾞﾗｼﾞﾝで 166kg）だった。使用

に際しては適正な使用を心がけ、使用量をできるだけ少なくするよう努め

て い る 。 ま た 、 八 穂 ｸ ﾘ ｰ ﾝ ｾ ﾝ ﾀ ｰ で 使 用 し て い る 灯 油 中 の ｷ ｼ ﾚ ﾝ の 取 扱 量 は

1.07 ﾄﾝであり、1,2,4-ﾄﾘﾒﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝの取扱量は 1.30 トンであったため

該当するが、大気への排出量は非常に少ないため報告数値は 0kg となる。

その他、一般廃棄物(ごみ)焼却施設は特定要件施設として法律に該当するた

め、排出されるﾀﾞｲｵｷｼﾝ類等の物質について報告を行っている。 

使 用 量 も 把 握 し な

い と い け な い ん だ

令和 4 年度報告数値（主なもの） 

ﾀﾞｲｵｷｼﾝ類 

(mg-

TEQ)  

大気への排出 0.00078 

事業所以外への移動 
（ 最 終 処 分 場 、 資 源 化 施 設 へ の

移動 ）  

1,600 

          

TOPICS④ 化学物質の使用 

グリ

―ン

購入

の推

進 

 

Ｒ4 年度環境活動計画 取組結果 評価 
次年度

取組 

有害性の少ない資材の購入 

（木下委員 、辻村 委員、小

宮委員、山 田委員 、渡辺委

員 

） 

実施できた 検討していく 継続 

省エネ性能 の高い 製品の購

入（木下委 員、辻 村委員、

小宮委員、 山田委 員、渡辺

委員） 

実施できた 検討していく 継続 

事 務 用 品 の グ リ ー ン 購 入

（木下委員 、辻村 委員、小

宮委員、山 田委員 、渡辺委

員） 

意識できた 
常 に 念 頭 に 置

く必要あり 
変更 

 

グリーン購入 
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24 

環境

に配

慮し

た事

業推

進 

Ｒ4 年度環境活動計画 取組結果 評価 
次年度

取組 

環境学習教室の開催 

（ 荻 須 委 員 、 横 井 委

員） 

実施できた 定着している 継続 

環 境 学 習 教 室 等 で の 温

暖化対策等の発信 

（ 荻 須 委 員 、 横 井 委

員） 

実施できた 定着している 継続 

再生資源の利用 

（ 木 下 委 員 、 辻 村 委

員 、 小 宮 委 員 、 山 田 委

員、渡辺委員） 

意識できた 意識し続ける 継続 

省エネ機器の採用 

（ 木 下 委 員 、 辻 村 委

員 、 小 宮 委 員 、 山 田 委

員、渡辺委員） 

意識できた 検 討 し て い く 継続 

塩田ｾﾝﾀ ｰの地下 水 ﾓﾆﾀ ﾘ

ﾝｸﾞ（荻須委員、横井委

員） 

実施できた 必要である 継続 

八 開 処 分 場 の 浸 出 水 処

理施設維持管理 

（ 荻 須 委 員 、 横 井 委

員） 

実施できた 必要である 継続 

※BCP 運用 

（ 木 下 委 員 、 辻 村 委

員 、 小 宮 委 員 、 山 田 委

員、渡辺委員） 

現状問題なし 
継続的に改善し

ていく 
変更 

廃棄物発電電力の活用 

（ 辻 村 委 員 、 小 宮 委

員） 

実施できた 必要である 継続 

 

環境に配慮した事業推進 

※BCP・・・ Bus iness  Cont inu i ty  P lan の略称で、災害などリスクが発生した

ときに 重要 業務 が中 断しな いよ うに し、 また、 万一 事業 活動 が中断 した 場合 でも 、目

標 復 旧 時 間 内 に 重 要 な 機 能 を 再 開 さ せ 、 業 務 中 断 に 伴 う リ ス ク を 最 低 限 に す る た め

に、平時から事業継続について戦略的に準備しておく計画のこと。 

海部地区環境事務組合では、排水を再利用や再生した活

性炭を使用など、再生資源を活用しています。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

環
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画
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整理

整頓

実施 

Ｒ4 年度環境活動計画 取組結果 評価 
次年度 

取組 

整理整頓の実施 

（ 木 下 委 員 、 辻 村 委 員 、 小

宮 委 員 、 山 田 委 員 、 渡 辺 委

員） 

実施できた 意識が高まる 継続 

4S 運動実施 

（ 木 下 委 員 、 辻 村 委 員 、 小

宮 委 員 、 山 田 委 員 、 渡 辺 委

員） 

実施できた 意識が高まる 継続 

 

整理整頓の行き届いた職場 
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方針 R5 年度目標 活動計画 

二酸化炭素排出量

削減 

ガソリンの二酸化炭素

を R2 年度比 2％削減 

(各ｾﾝﾀｰ )  

・ｱｲﾄ ﾞﾘﾝ ｸ ﾞ ｽ ﾄ ｯ ﾌ ﾟ  

・点検整備の励行 

・低公害車の購入及び台数削減 

・公共交通機関利用及び乗り合わせ 

軽 油 の 二 酸 化 炭 素 を

R 2 年 度 比 2 % 削 減 ( 上

野 ｾ ﾝ ﾀ ｰ )  

・重機の省エネ運転 

・点検整備の励行 

軽 油 の 単 位 ご み 当 た り

の 二 酸 化 炭 素 を 令 和 ４

年 度 1 0 月 ～ 3 月 の 平 均

3 . 8 7 よ り 1 % 削 減  

( 八 穂 ｸ ﾘ ｰ ﾝ ｾ ﾝ ﾀ ｰ )  

・重機の省エネ運転 

・点検整備の励行 

灯 油 の 二 酸 化 炭 素 の 増

加 防 止 ( 八 穂 ｸ ﾘ ｰ ﾝ ｾ ﾝ ﾀ ｰ )  

・焼却設備の適正管理 

・火災鎮火の放水によるごみの湿潤化の原因

となる小型充電式電池等の除去 

廃棄物排出量削

減・ﾘｻｲｸ ﾙ推進 

ｺﾋﾟｰ用紙補充枚数を

R2 年度比 2％削減 

(各ｾﾝﾀｰ )  

・コピー枚数の管理 

・配布資料の削減取組 

・両面コピーの増 

・作業ミスの削減 

・集約印刷や縮小印刷の実施 

３Ｒ啓発の継続 

(環境対策室)  
・環境学習教室等でﾘﾕｰｽ等の啓発 

水使用量削減 

水道水を R2 年度比

2％削減(新開・上野ｾﾝ

ﾀｰ )  

生活系に使用される水

道水を R2 度比 2％削

減(八穂クリーンセンタ

ー)  

・節水シールの貼り付けとポスター掲示 

・風呂場・洗濯の節水実施 

化学物質削減・適

正管理 

化 学 物 質 ﾘ ｽ ｸ ｱ ｾ ｽ ﾒ ﾝ ﾄ 指

針による見直し 

（各ｾﾝﾀｰ） 

・化学物質ﾘｽｸｱｾｽﾒﾝﾄ指針により見直し 

ｸﾞﾘｰﾝ購入 
ｸﾞﾘｰﾝ購入の推進 

 (各ｾﾝﾀｰ )   

・有害性の少ない資材の購入 

・省エネ性能の高い製品の購入 

・事務用品のグリーン購入 

環境に配慮した事

業推進 

電力の使用量を R2 年

度比 2％削減 

(各ｾﾝﾀｰ )  

・空調温度の適正化（冷房 28℃暖房 20℃）

(加藤委員、辻村委員、小宮委員、村尾委員、

渡辺委員)  

・消費電力のﾃﾞﾏﾝﾄﾞ管理（八穂）（辻村委

員、小宮委員） 

・照明 OA 機器の適正管理 

・ｴﾚﾍ ﾞｰﾀ使用停止及び管理（八穂） 

・建築動力・照明電力量の管理（八穂） 

・ﾉｰ残業ﾃﾞｰの実施（毎週木曜日） 

環境に配慮した事業の

推進 

（各ｾﾝﾀｰ、環境対策室） 

・環境学習教室等の開催継続 

・環境学習教室等での温暖化対策等の発信 

・再生資源の利用 

・省エネ機器の採用 

・塩田ｾﾝﾀｰの地下水ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ  

・八開処分場の浸出水処理施設維持管理 

・BCP 運用 

・廃棄物発電電力の活用 

整理整頓の行き届

いた職場 

整理整頓を１か月に１

カ所以上実施(各ｾﾝﾀｰ )  

・整理整頓の実施 

・4S 運動実施 

 

 
環
境
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令和 5 年度の環境活動計画 
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環
境
関
連
法
規
等
の
遵
守
状
況
の
確
認
及
び
評
価
の
結
果
並
び
に
違
反 

訴
訟
等
の
有
無(

過
去
３
年
間) 

 

各ｾﾝﾀｰに適用される環境関連法規 

主な適用法規 該当する活動 遵守状況 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律 廃棄物処理全般 遵守 

大気汚染防止法 廃棄物焼却炉の運転 遵守 

水質汚濁防止法 特定施設からの排水 遵守 

騒音規制法 特定施設の運転 遵守 

振動規制法 特定施設の運転 遵守 

悪臭防止法 悪臭関係工場の操業 遵守 

ダイオキシン類対策特別措置法 特定施設の運転 遵守 

土壌汚染対策法 造成工事中の汚染ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ  遵守 

ＰＲＴＲ法(化管法) 一般廃棄物ごみの焼却 遵守 

消防法 
規 定 さ れ た 危 険 物 の 貯 蔵 、 取 扱

い等 
遵守 

県 民 の 生 活 環 境 の 保 全 等 に 関 す る 条

例 

（ 各 法 律 の 上 乗 せ 、 横 だ し 規

制） 
遵守 

公害防止協定、運営に関する協定書 工場の操業 遵守 

エ ネ ル ギ ー の 使 用 の 合 理 化 等 に 関 す

る法律※ 1  

管 理 標 準 の 設 定 、 省 エ ネ 措 置 の

実施等 
遵守 

毒物及び劇物取締法 薬品の購入、使用 遵守 

フロン排出抑制法 定期点検、簡易点検 遵守 

ﾎﾟ ﾘ塩化ﾋﾞﾌ ｪ ﾆ ﾙ（PCB）廃棄物の適

正な処理の推進に関する特別措置法 

PCB の保管、処分 

(平成 29 年度廃棄完了) 
遵守 

 

苦情・訴訟について 

※ 環境関連法規への違反はありません。また、関係当局からの違反等の指摘

もありません。 

※ 1  但し、平成 28 年度に特定事業者指定は解除されており、努力義務のみ対

象となっています。 

※ 環境関連の苦情・訴訟はありません。  
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代
表
者
に
よ
る
全
体
評
価
と
見
直
し
の
結
果
・
指
示 

 
海部地区環境事務組合   

事務局長 渡辺和宏   

 

１   全 体 に 対 す る 評 価  

・  活 動 は ほ ぼ 計 画 に 沿 っ て 進 め ら れ て い る が 、 環 境 経 営 目 標 未 達

成 の 項 目 が あ っ た 。 公 用 車 の 移 動 距 離 の 増 加 や 資 料 作 製 の た め の

コ ピ ー 用 紙 の 増 な ど 、 業 務 の 都 合 上 や む を 得 な い 項 目 も あ る が 、

経 営 計 画 に 従 い 省 エ ネ に 努 め て い く こ と 。  

ま た 、 今 後 も 電 力 や エ ネ ル ギ ー に 関 し て 厳 し い 状 況 が 続 く こ と

が 予 想 さ れ る た め 、 様 々 な 情 報 を 集 め 、 エ ネ ル ギ ー の 削 減 に 努 め

て い く こ と 。  

 

２   環 境 方 針 の 変 更 の 必 要 性    

・  必 要 な し 。  

 

３   環 境 経 営 目 標 の 変 更 の 必 要 性  

 ・  令 和 ５ 年 度 か ら 電 気 契 約 が 変 更 と な る た め 、 新 開 セ ン タ ー 及 び

上 野 セ ン タ ー の 電 力 消 費 に よ る 排 出 目 標 の 値 を 変 更 す る 必 要 が あ

る 。  

   そ れ 以 外 に つ い て は 、 令 和 ４ 年 度 か ら の 目 標 に 引 き 続 き 取 り 組

む 。 ( 2 年 目 )  

 

４   環 境 経 営 計 画 ・ 環 境 経 営 シ ス テ ム の 変 更 の 必 要 性  

・  大 き な 変 更 は 必 要 な い 、 た だ し 詳 細 は 必 要 に 応 じ 見 直 す 。  

 

５  実 施 体 制 表 の 変 更 の 必 要 性  

 ・  必 要 な し  

 

６   前 回 ま で の 代 表 者 の 指 示 事 項 へ の 対 応  

・  前 回 様 々 な 面 か ら 地 球 温 暖 化 対 策 に 取 り 組 ん で い く こ と が 望 ま

れ る と 指 示 し た が 、 今 年 度 は 既 存 の 取 組 に 、 新 た に 燃 料 に 関 す る

目 標 が 追 加 さ れ た 。 目 標 を 作 製 し て 間 が 無 い た め 、 今 後 は 必 要 に

応 じ て 目 標 の 変 更 や 計 画 の 変 更 な ど を 考 慮 し な が ら 、 目 標 達 成 を

目 指 し て 、 取 り 組 む こ と が 望 ま れ る 。  

 

７  代 表 者 の 指 示 ・ 指 摘 事 項  

・  現 状 の 取 組 を 継 続 し な が ら 、 環 境 経 営 目 標 の 更 な る 削 減 に 向 け

て 環 境 経 営 計 画 の 充 実 に 取 り 組 ん で い く こ と が 望 ま れ る 。  

・  各 委 員 が 指 導 的 立 場 で 、 積 極 的 に 情 報 発 信 や 発 言 ・ 行 動 を 行 う  

こ と が 望 ま れ る 。  

 

８  是 正 措 置 ／ 予 防 措 置 へ の 登 録 の 必 要 性  

・  必 要 な し  
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 単位 令和２年度 令和 3 年度 令和 4 年度 

高温水循環量 t  477,344 477,051 487,132 

給湯用蒸気 L 150,851 146,321 150,253 

暖房用蒸気 L 11,437 20,665 21,038 

 

八穂ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰには発電設備が設置されており、廃棄物発電で生じた電力

を売電及び施設の稼働に使用してｸﾞﾘｰﾝ電力(ﾊﾞｲｵﾏｽ電力)の有効利用に努

めている。（発電能力：最大 5000kW、定常 3500kW）またその他、余

熱を隣接の老人福祉施設「弥富いこいの里」への高温水供給や、場内での

給湯及び暖房に利用している。なお、平成 24 年 5 月末で溶融炉が停止し

たことに伴い、売却可能電力量が大きく増加した。 

 単位 令和２年度 令和 3 年度 令和 4 年度 

受電量 kWh 847,990 335,090 325,740 

発電量 kWh 29,007,948 29,141,014 28,026,679 

送電量 kWh 16,263,800 16,343,010 15,561,120 

総電力量 kWh 13,592,138 13,133,094 12,791,299 

売電金額 千円 153,855 129,437 219,285 

 

新ｴﾈﾙｷﾞｰ（廃棄物発電等） 

タービン 

ご み を 処 理 し た と き に 発 生

す る エ ネ ル ギ ー は 、 熱 や 電

気 に 変 換 さ れ て い る よ 。 こ

の よ う な 活 動 は 今 後 も 取 り

組み続けていくよ。 

ボイラ 
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EA21 お知らせ  

 
地球温暖化対策ﾆｭｰｽ  

例えばこんなことをとりあげています。↓ 

 

職員向けに地球温暖化に関する情報、温暖化対策や取り組み方法を掲載し

た「地球温暖化対策ﾆｭｰｽ」とｴｺｱｸｼｮﾝ 21 の取組への理解や教育を兼ねた周

知のための「お知らせ」を毎月発行した。（令和 4 年度末で「地球温暖化対

策ﾆｭｰｽ」212 号、「お知らせ」195 号を発行した。） 

知

…
 

 

Stop!温暖化 2017 より抜粋 

地球温暖化対策ﾆｭｰｽ及び 

         ＥＡ21 ﾆｭｰｽ発行 
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料 

平成 18 年度から八穂ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰのＰＲ強化の一環としてごみ減量や分別の徹

底をめざし「八穂環境学習教室」を開催している。家庭でできる地球温暖化防止

活動や充電式電池の分別の呼びかけも行っており、令和 4 年度中は 10 回の開

催となった。令和４年 3 月で八穂環境学習教室は 249 回となった。今後も資源

ごみのﾘﾕｰｽ、新ｴﾈﾙｷﾞｰ、生活ｽﾀｲﾙの見直し等のきっかけ作りに役立つような教

室を目指したいと考えている。 

令和 4 年度は 10 回開催し、今年度で 249

回目をむかえることができました！ 

子どもたちみんな一生懸命作業に取り組んで

いるね！この機会に環境のことを地域の皆さ

んと一緒になって考えていきたいね！ 

 

八穂環境学習教室の開催 
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料 
環境学習とｶﾞﾗｽﾋﾞﾝｴｯﾁﾝｸﾞ教室を組み合わせた出前教室を行っている。令和 4 年度

は小学校（3 校）で出前教室を行い、好評だった。また、家庭でできる地球温暖化防

止活動の話や近年火事 の原因として問題にな っている小型充電式電 池について、子供

たちへ危険性の啓発を行った。 

出前講座の実施 

    

た く さ ん の 生 徒 さ ん が 楽 し み

な が ら 、 環 境 の こ と を 考 え る

場 に で き ま し た 。 今 後 も 継 続

して行っていきます！ 

↑エ ッチ ング 用ク リー ム を塗 って いる 様子  

↑実 際の 作品  

 

↑エ ッチ ング の説 明を し てい る様 子  

 
↑実 際に 発火 した モバ イ ルバ ッテ リー  
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毎年「軽装・ﾉｰﾈｸﾀｲの励行、適正冷房(28℃)の実施」のお知らせを各セ

ンター玄関等に掲示し、来庁者に呼びかけを行っている。 

 

↑2023 年のクールビズポスター 

中部圏ｻﾏｰｴｺｽﾀｲﾙ運動(ｸｰﾙﾋﾞｽﾞ) 
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考 

資 
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測 定 日  号

炉 

場 所  ば い じ ん 

( g / m 3 )  

窒 素 

酸 化 物 

( p p m )  

硫 黄 

酸 化 物 

( p p m )  

塩 化  

水 素  

( p p m )  

全 水 銀  

( m g / m 3 )  

（ 協 定 値 ）  0 . 0 2  7 0  2 5  5 0  ( 0 . 0 5 )  

R 0 4 . 0 4 . 1 2  1  煙突 <0 .002  
17  2  <2  -  

2  煙突 <0 .002  
17  6  <2  -  

R 0 4 . 0 5 . 1 0  1  煙突 <0 .002  
38  3  4  -  

2  煙突 <0 .002  
45  5  6  

0 .00013  

R 0 4 . 0 6 . 0 7  1  煙突 < 0 . 0 0 2  
42  2  <2  

0 .00019  

2  煙突 <0 .002  
37  <1  4  

-  

R 0 4 . 0 7 . 0 5  2  煙突 <0 .002  
37  <1  <2  

-  

3  煙突 <0 .002  
20  <1  <2  

-  

R 0 4 . 0 8 . 0 2  2  煙突 <0 .002  
33  <1  2  

-  

3  煙突 <0 .002  
31  <1  4  

0 .00006  

R 0 4 . 0 9 . 0 6  2  煙突 <0 .002  
36  <1  <2  

-  

3  煙突 <0 .002  
40  1  <2  

-  

R04 .10 .03 

 

2  煙突 <0 .002  
33  2  <2  -  

3  煙突 <0 .002  
42  2  2  -  

R04 .11 .08 

 

2  煙突 <0 .002  
45  <1  2  

0 .00007  

3  煙突 <0 .002  
43  <1  2  

-  

R 0 4 . 1 2 . 0 6  1  煙突 <0 .002  
30  <1  <2  

0 .00031  

3  煙突 <0 .002  
35  <1  4  

-  

R 0 5 . 0 1 . 1 3  1  煙突 <0 .002  
15  <1  <2  

-  

3  煙突 <0 .002  
21  <1  <2  

-  

R05 .02 .07 

 

1  煙突 <0 .002  
26  <1  <2  

-  

3  煙突 <0 .002  
50  <1  3  

0 .00010  

R 0 5 . 0 3 . 1 4  

 

1  煙突 0 .002  
19  <1  <2  

-  

2  煙突 <0 .002  
40  <1  <2  

-  

測 定 日  号炉 場 所  ダ イ オ キ シ ン 類  

（ 協 定 値 ）  0 . 1  

R04 .06 .22  1  煙突 0 .00000021  

R04 .10 .27  2  煙突 0 .0000032  

R04 .10 .28  3  煙突 0 .00000038  

    

八穂クリーンセンター 

                                
１ 排ガス測定 （ばいじん、窒素酸化物、塩化水素、全水銀は O 212％換算値） 

単位：ng-TEQ/m 3  

各センターとも、法律や公害防止協定に基づき、環境測定を実施してお

り、結果はすべて基準値以下で問題なかった。 

各種測定結果 
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 ２  騒 音 測 定 結 果                         測 定 日 ： R 0 4 . 1 1 . 2 5    

時 間 帯  協 定

値 

dB(A) 

測定

点 

結 果  

dB(

A) 

特 記 事 項  風 速 等  

( m / s )  

 

朝  

R 0 4 . 1 1 . 2 5  

0 6 : 1 6 ～  

 

50  

東 54  北側道路車両音、東側道路車両

音、東側対岸流水音、鳥の声 

0 .7 (N )  

西  52  北側道路車両音、鳥の声 0 .7 (NNE)  

南 45  南側道路車両音、鳥の声 0 .3 (NE)  

北  53  北側道路車両音、東側道路車両

音、鳥の声 

0 .1 (WNW)  

昼 

R04 .11 .25  

11 :42～ 

 

 

 

55  

東 45  北側道路車両音、東側道路車両

音、東側対岸流水音 

0 .7 (S )  

西  44  北側道路車両音、南側道路車両音 1 .1 (S )  

南  45  南側道路車両音 2 .0 (E )  

北  43  北側道路車両音、東側道路車両

音、航空機の音 

0 .7 (WSW)  

 

夕  

R04 .11 .25  

19 :00～  
 

5 0  

東 47  

 

北側道路車両音、東側道路車両

音、東側対岸流水音 

0 .1 (N )  

 

西  47  北側道路車両音、風で草木が揺れ

る音 

無風 

南 42  南側道路車両音、風で草木が揺れ

る音、飛行機音 

無風 

北 46  北側道路車両音、東側道路車両 無風 

 

夜  

R 0 4 . 1 1 . 2 5  

2 2 : 1 1 ～  

 

45  

東 49  北側道路車両音、東側対岸流水音 1 .1 (SSW)  

西 48  北側道路車両音 0 .5 (SSE )  

南 44  南側道路車両音 1 .4 (E )  

北  50  北側道路車両音、東側道路車両 無風 

（ 測 定 場 所 ＝ 敷 地 境 界 線 上 ・ 測 定 回 数 ＝ 年 １ 回 ）  （ 結 果 は 中 央 値 ： Ｌ 5 0 ）  

※  朝 及 び 夜 の 東 、 西 、 北 で 協 定 値 を 上 回 っ て い る が 、 北 側 道 路 の 車 両 音 の 影 響 に よ

る も の で あ る 。  

 ３  振 動 測 定 結 果                      測 定 日 ：  R04 .11 .25     

時 間 帯  協 定 値  

d B  

測 定 点  結 果  

d B  

特 記 事 項  

昼  

R 0 4 . 1 1 . 2 5  

1 1 : 3 0 ～  
5 5  

東  ３0 未満  

西  ３０未満  

南  ３０未満 南 側 道 路 車 両 に よ る 振 動  

北  ３０未満  

夜  

R 0 4 . 1 1 . 2 5  

2 2 : 1 1 ～  
5 5  

東  ３０未満  

西  ３０未満  

南  ３０未満  

北  ３０未満  

（ 測 定 場 所 ＝ 敷 地 境 界 線 上 ・ 測 定 回 数 ＝ 年 １ 回 ）  （ 結 果 は 中 央 値 ： Ｌ 5 0 ）  
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４  臭 気 測 定 結 果  

項   目  単 位  協 定 値  東  西  南  北  

R04.9 .13 R04.9 .13 R04.9 .13 R04.9 .13 

ｱ ﾝ ﾓ ﾆ ｱ  p p m  1  <0 .1  <0 .1  <0 .1  <0 .1  

ﾒ ﾁ ﾙ ﾒ ﾙ ｶ ﾌ ﾟ ﾀ ﾝ  p p m  0 . 0 0 2  <0 .0002 <0 .0002 <0 .0002 <0 .0002 

硫 化 水 素  p p m  0 . 0 2  <0 .002 <0 .002 <0 .002 <0 .002 

硫 化 ﾒ ﾁ ﾙ  p p m  0 . 0 1  <0 .001 <0 .001 <0 .001 <0 .001 

二 硫 化 ﾒ ﾁ ﾙ  p p m  0 . 0 0 9  <0 .0009 <0 .0009 <0 .0009 <0 .0009 

ﾄ ﾘ ﾒ ﾁ ﾙ ｱ ﾐ ﾝ  p p m  0 . 0 0 5  <0 .0005 <0 .0005 <0 .0005 <0 .0005 

ｱ ｾ ﾄ ｱ ﾙ ﾃ ﾞ ﾋ ﾄ ﾞ  p p m  0 . 0 5  <0 .005 <0 .005 <0 .005 0 .006 

ﾌ ﾟ ﾛ ﾋ ﾟ ｵ ﾝ ｱ ﾙ ﾃ ﾞ ﾋ ﾄ ﾞ p p m  0 . 0 5  <0 .005 <0 .005 <0 .005 <0 .005 

ﾉ ﾙ ﾏ ﾙ ﾌ ﾞ ﾁ ﾙ ｱ ﾙ ﾃ ﾞ ﾋ ﾄ ﾞ p p m  0 . 0 0 9  <0 .0009 <0 .0009 <0 .0009 <0 .0009 

ｲｿﾌﾞﾁﾙｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ p p m  0 . 0 2  <0 .002 <0 .002 <0 .002 <0 .002 

ﾉ ﾙ ﾏ ﾙ ﾊ ﾞ ﾚ ﾙ ｱ ﾙ ﾃ ﾞ ﾋ ﾄﾞ  p p m  0 . 0 0 9  <0 .0009 <0 .0009 <0 .0009 <0 .0009 

ｲｿﾊﾞﾚﾙｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ p p m  0 . 0 0 3  <0 .0003 <0 .0003 <0 .0003 <0 .0003 

ｲ ｿ ﾌ ﾞ ﾀ ﾉ ｰ ﾙ  p p m  0 . 9  <0 .09 <0 .09 <0 .09 <0 .09 

酢 酸 ｴ ﾁ ﾙ  p p m  3  <0 .3  <0 .3  <0 .3  <0 .3  

ﾒ ﾁ ﾙ ｲ ｿ ﾌ ﾞ ﾁ ﾙ ｹ ﾄ ﾝ p p m  1  <0 .1  <0 .1  <0 .1  <0 .1  

ﾄ ﾙ ｴ ﾝ  p p m  1 0  <1  <1  <1  <1  

ｽ ﾁ ﾚ ﾝ  p p m  0 . 4  <0 .04 <0 .04 <0 .04 <0 .04 

ｷ ｼ ﾚ ﾝ  p p m  1  <0 .1  <0 .1  <0 .1  <0 .1  

ﾌ ﾟ ﾛ ﾋ ﾟ ｵ ﾝ 酸  p p m  0 . 0 3  <0 .003 <0 .003 <0 .003 <0 .003 

ﾉ ﾙ ﾏ ﾙ 酪 酸  p p m  0 . 0 0 1  <0 .0001 <0 .0001 <0 .0001 <0 .0001 

ﾉ ﾙ ﾏ ﾙ 吉 草 酸  p p m  0 . 0 0 0 9  <0 .00009 <0 .00009 <0 .00009 <0 .00009 

ｲ ｿ 吉 草 酸  p p m  0 . 0 0 1  <0 .0001 <0 .0001 <0 .0001 <0 .0001 

臭 気 指 数    <10 <10 <10 <10 

風 向  

風 速  

 

m / s  

 北西 

<0 .5  

― 

無風 

― 

無風 

北東 

<0 .5  

 

（ 測 定 場 所 ： 敷 地 境 界 線 上 ）  
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５  水 質 測 定 結 果 （ 有 機 系 処 理 水 ）  
 

項   目  単 位  協 定 値 等  R04 .08 .01 R05 .02 .09 

水 素 イ オ ン 濃 度   5 . 8 ～ 8 . 6  7 .7  7 .2  

化 学 的 酸 素 要 求 量  ㎎ / L  15(日間平均10) 0 .8  1 .0  

生 物 化 学 的 酸 素 要 求 量  ㎎ / L  15(日間平均10) 1 .1  4 .3  

浮 遊 物 質 量  ㎎ / L  15(日間平均10) <1  2 

塩 化 物 イ オ ン  ㎎ / L   35 25 

大 腸 菌 群 数  個/mL 日 間 平 均
3 0 0 0  

<30 <30 

全 窒 素  ㎎ / L  15(日間平均10) 5 .2  11 

全 リ ン  ㎎ / L  2 ( 日 間 平 均 1 )  0 .07 0 .01 

カ ル シ ウ ム イ オ ン  ㎎ / L   21 13 

フ ェ ノ ー ル 類  ㎎ / L  0 . 5  <0 .025 <0 .025 

銅  ㎎ / L  1  <0 .01 <0 .01 

亜 鉛  ㎎ / L  5  <0 .01 0 .02 

溶 解 性 鉄  ㎎ / L  1 0  <0 .1  <0 .1  

全 ク ロ ム  ㎎ / L  2  <0 .04 <0 .04 

溶 解 性 マ ン ガ ン  ㎎ / L  1 0  <0 .1  0 .1  

フ ッ 素  ㎎ / L  1 5  0 .1  0 .2  

ヒ 素  ㎎ / L  0 . 1  <0 .01 <0 .01 

六 価 ク ロ ム  ㎎ / L  0 . 5  <0 .04 <0 .04 

鉛  ㎎ / L  0 . 1  <0 .01 <0 .01 

シ ア ン  ㎎ / L  1  <0 .1  <0 .1  

有 機 リ ン  ㎎ / L  1  <0 .1  <0 .1  

カ ド ミ ウ ム  ㎎ / L  0 . 0 3  <0 .003 <0 .003 

全 水 銀  ㎎ / L  0 . 0 0 5  <0 .0005 <0 .0005 

ア ル キ ル 水 銀  ㎎ / L  検出されないこと <0 .0005 <0 .0005 

Ｐ Ｃ Ｂ  ㎎ / L  0 . 0 0 3  <0 .0005 <0 .0005 

セ レ ン  ㎎ / L  0 . 1  <0 .01 <0 .01 

ア ン チ モ ン  ㎎ / L   0 .0012 0 .0069 

モ リ ブ デ ン  ㎎ / L   <0 .007 <0 .007 

ホ ウ 素  ㎎ / L  1 0  <1  <1  

亜 硝 酸 、 硝 酸 性 窒 素  ㎎ / L   4 .3  9 .3  

窒 素 化 合 物  ㎎ / L  1 0 0  4 .6  9 .8  

ト リ ク ロ ロ エ チ レ ン  ㎎ / L  0 . 3  <0 .001 <0 .001 

テ ト ラ ク ロ ロ エ チ レ ン  ㎎ / L  0 . 1  <0 .001 <0 .001 

1.1 .1－トリクロロエタン ㎎ / L  3  <0 .001 <0 .001 

ジ ク ロ ロ メ タ ン  ㎎ / L  0 . 2  <0 .002 <0 .002 

四 塩 化 炭 素  ㎎ / L  0 . 0 2  <0 .0002 <0 .0002 

1 . 2 － ジ ク ロ ロ エ タ ン  ㎎ / L  0 . 0 4  <0 .0004 <0 .0004 

1 . 1 － ジ ク ロ ロ エ チ レ ン  ㎎ / L  0 . 2  <0 .002 <0 .002 

シス－1.2ジクロロエチレン ㎎ / L  0 . 4  <0 .004 <0 .004 

1 . 1 . 2 － ト リ ク ロ ロ エ タ ン ㎎ / L  0 . 0 6  <0 .0006 <0 .0006 

1 . 3 － ジ ク ロ ロ プ ロ ペ ン  ㎎ / L  0 . 0 2  <0 .0002 <0 .0002 

ベ ン ゼ ン  ㎎ / L  0 . 1  <0 .001 <0 .001 

1 . 4 - ジ オ キ サ ン  ㎎ / L  0 . 5  <0 .005 <0 .005 

チ ウ ラ ム  ㎎ / L  0 . 0 6  <0 .0006 <0 .0006 

シ マ ジ ン  ㎎ / L  0 . 0 3  <0 .0003 <0 .0003 

チ オ ベ ン カ ル ブ  ㎎ / L  0 . 2  <0 .002 <0 .002 

動 植 物 油 脂 類  ㎎ / L  1 0  <0 .0002 <0 .0002 

不 揮 発 性 鉱 物 油 類  ㎎ / L  2  <1  <1  

 
項   目  単 位  基 準 値  R 0 4 . 1 0 . 2 8  

ダ イ オ キ シ ン 類  p g -

T E Q / L   
1 0  0 . 0 0 0 0 7 5  
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１  放 流 水 測 定 結 果  

    

 ｐ Ｈ  Ｂ Ｏ Ｄ  Ｃ Ｏ Ｄ  塩 化 物 イ オ ン Ｓ Ｓ  大腸菌群数 全 窒 素  全 リ ン  色 度  

単 位   ㎎ / L  ㎎ / L  ㎎ / L  ㎎ / L  個 /㎤  ㎎ / L  ㎎ / L  度  

協 定 値  5 . 8 ～ 8 . 6  1 0  1 5   5  3 0 0 0  1 0  1  3 0  

R 0 4 . 0 4  7 . 2 ～ 7 . 4  < 0 . 5 ～

0 . 6  

2 . 3 ～ 3 . 9  2 1 0 ～

2 3 0  

< 1  < 3 0  0 . 3 ～

1 . 1  

0 . 0 4 ～

0 . 0 8  

1 ～ 2  

R 0 4 . 0 5  7 . 1 ～ 7 . 4  < 0 . 5 ～

1 . 1  

2 . 9 ～ 5 . 0  2 0 0 ～

2 3 0  

< 1  < 3 0  0 . 6 ～

0 . 7  

0 . 0 4 ～

0 . 0 7  

1 ～ 3  

R 0 4 . 0 6  7 . 2 ～ 7 . 5  < 0 . 5 ～

1 . 9  

2 . 7 ～ 4 . 5  1 9 0 ～

2 0 0  

< 1  < 3 0  0 . 5 ～

6 . 9  

0 . 0 4 ～

0 . 0 5  

< 1 ～ 2  

R 0 4 . 0 7  7 . 2 ～ 7 . 5  < 0 . 5 ～

0 . 8  

2 . 9 ～ 4 . 6  1 9 0 ～

2 0 0  

< 1 ～

1  

< 3 0  0 . 6 ～

3 . 7  

0 . 0 4 ～

0 . 0 8  

1 ～ 3  

R 0 4 . 0 8  7 . 3 ～ 7 . 5  < 0 . 5 ～

0 . 8  

2 . 1 ～ 2 . 9  1 7 0 ～

1 9 0  

< 1  < 3 0  0 . 9 ～

1 . 5  

0 . 0 3 ～

0 . 0 5  

1 ～ 2  

R 0 4 . 0 9  7 . 1 ～ 7 . 6  < 0 . 5 ～

0 . 9  

1 . 1 ～ 3 . 7  1 7 0 ～

1 9 0  

< 1 ～

1  

< 3 0  0 . 4 ～

1 . 0  

0 . 0 3 ～

0 . 0 4  

1 ～ 2  

R 0 4 . 1 0  7 . 1 ～ 7 . 3  < 0 . 5 ～

1 . 0  

1 . 3 ～ 1 . 9  1 7 0 ～

1 9 0  

< 1  < 3 0  0 . 4 ～

1 . 6  

0 . 0 3 ～

0 . 0 4  

< 1 ～ 1  

R 0 4 . 1 1  7 . 0 ～ 7 . 2  < 0 . 5 ～

1 . 2  

0 . 9 ～ 2 . 0  1 7 0 ～

2 0 0  

< 1  < 3 0  0 . 5 ～

2 . 2  

0 . 0 3 ～

0 . 0 8  

1 ～ 2  

R 0 4 . 1 2  7 . 0 ～ 7 . 3  < 0 . 5 ～

0 . 6  

1 . 5 ～ 4 . 4  1 8 0 ～

2 1 0  

< 1 ～

4  

< 3 0  1 . 2 ～

3 . 4  

0 . 0 5 ～

0 . 1 5  

< 1 ～ 3  

R 0 5 . 0 1  7 . 2 ～ 7 . 5  < 0 . 5  0 . 6 ～ 2 . 9  1 9 0 ～

2 6 0  

< 1 ～

2  

< 3 0  0 . 3 ～

6 . 7  

0 . 0 4 ～

0 . 1 4  

< 1 ～ 1  

R 0 5 . 0 2  7 . 0 ～ 7 . 2  < 0 . 5 ～

0 . 9  

1 . 1 ～ 2 . 7  1 9 0 ～

2 0 0  

< 1 ～

2  

< 3 0  3 . 6 ～

7 . 8  

0 . 0 2 ～

0 . 0 3  

< 1 ～ 1  

R 0 5 . 0 3  6 . 8 ～ 7 . 3  < 0 . 5 ～

1 . 1  

1 . 2 ～ 1 . 9  2 0 0 ～

2 1 0  

< 1  < 3 0  0 . 6 ～

3 . 6  

0 . 0 2 ～

0 . 0 5  

< 1 ～ 1  

             （ 測 定 は 毎 週 実 施 、 結 果 の 幅 で 表 示 ）    
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2  新 開 セ ン タ ー 臭 気 測 定  

項   目  単 位  協 定 値  
東  西  南  北  

R04.07.26 R05.02.07 R04.07.26 R05.02.07 R04.07.26 R05.02.07 R04.07.26 R05.02.07 

ｱ ﾝ ﾓ ﾆ ｱ  p p m  1  
< 0 . 1  < 0 . 1  < 0 . 1  < 0 . 1  < 0 . 1  < 0 . 1  0 . 1  < 0 . 1  

ﾒ ﾁ ﾙ ﾒ ﾙ ｶ ﾌ ﾟ

ﾀ ﾝ  
p p m  0 . 0 0 2  

< 0 . 0 0 0 2  < 0 . 0 0 0 2  < 0 . 0 0 0 2  < 0 . 0 0 0 2  < 0 . 0 0 0 2  < 0 . 0 0 0 2  < 0 . 0 0 0 2  < 0 . 0 0 0 2  

硫 化 水 素  p p m  0 . 0 2  
< 0 . 0 0 2  < 0 . 0 0 2  < 0 . 0 0 2  < 0 . 0 0 2  < 0 . 0 0 2  < 0 . 0 0 2  < 0 . 0 0 2  < 0 . 0 0 2  

硫 化 ﾒ ﾁ ﾙ  p p m  0 . 0 1  
< 0 . 0 0 1  < 0 . 0 0 1  < 0 . 0 0 1  < 0 . 0 0 1  < 0 . 0 0 1  < 0 . 0 0 1  < 0 . 0 0 1  < 0 . 0 0 1  

二 硫 化 ﾒ ﾁ ﾙ  p p m  0 . 0 0 9  
< 0 . 0 0 0 9  < 0 . 0 0 0 9  < 0 . 0 0 0 9  < 0 . 0 0 0 9  < 0 . 0 0 0 9  < 0 . 0 0 0 9  < 0 . 0 0 0 9  < 0 . 0 0 0 9  

ﾄ ﾘ ﾒ ﾁ ﾙ ｱ ﾐ ﾝ  p p m  0 . 0 0 5  
< 0 . 0 0 0 5  < 0 . 0 0 0 5  < 0 . 0 0 0 5  < 0 . 0 0 0 5  < 0 . 0 0 0 5  < 0 . 0 0 0 5  < 0 . 0 0 0 5  < 0 . 0 0 0 5  

ｱ ｾ ﾄ ｱ ﾙ ﾃ ﾞ ﾋ

ﾄ ﾞ  
p p m  0 . 0 5  

< 0 . 0 0 5  < 0 . 0 0 5  < 0 . 0 0 5  < 0 . 0 0 5  < 0 . 0 0 5  < 0 . 0 0 5  0 . 0 0 7  < 0 . 0 0 5  

ﾌﾟﾛﾋﾟｵﾝｱﾙﾃﾞﾋ

ﾄﾞ 
p p m   

< 0 . 0 0 5  < 0 . 0 0 5  < 0 . 0 0 5  < 0 . 0 0 5  < 0 . 0 0 5  < 0 . 0 0 5  < 0 . 0 0 5  < 0 . 0 0 5  

ﾉﾙﾏﾙﾌﾞﾁﾙｱﾙﾃﾞﾋ

ﾄﾞ 
p p m   

< 0 . 0 0 0 9  < 0 . 0 0 0 9  < 0 . 0 0 0 9  < 0 . 0 0 0 9  < 0 . 0 0 0 9  < 0 . 0 0 0 9  < 0 . 0 0 0 9  < 0 . 0 0 0 9  

ｲｿﾌﾞﾁﾙｱﾙﾃﾞﾋ

ﾄﾞ 
p p m   

< 0 . 0 0 2  < 0 . 0 0 2  < 0 . 0 0 2  < 0 . 0 0 2  < 0 . 0 0 2  < 0 . 0 0 2  < 0 . 0 0 2  < 0 . 0 0 2  

ﾉﾙﾏﾙﾊﾞﾚﾙｱﾙﾃﾞﾋ

ﾄﾞ 
p p m   

< 0 . 0 0 0 9  < 0 . 0 0 0 9  < 0 . 0 0 0 9  < 0 . 0 0 0 9  < 0 . 0 0 0 9  < 0 . 0 0 0 9  < 0 . 0 0 0 9  < 0 . 0 0 0 9  

ｲｿﾊﾞﾚﾙｱﾙﾃﾞﾋ

ﾄﾞ 
p p m   

< 0 . 0 0 0 3  < 0 . 0 0 0 3  < 0 . 0 0 0 3  < 0 . 0 0 0 3  < 0 . 0 0 0 3  < 0 . 0 0 0 3  < 0 . 0 0 0 3  < 0 . 0 0 0 3  

ｲ ｿ ﾌ ﾞ ﾀ ﾉ ｰ ﾙ  p p m   
< 0 . 0 9  < 0 . 0 9  < 0 . 0 9  < 0 . 0 9  < 0 . 0 9  < 0 . 0 9  < 0 . 0 9  < 0 . 0 9  

酢 酸 ｴ ﾁ ﾙ  p p m   
< 0 . 3  < 0 . 3  < 0 . 3  < 0 . 3  < 0 . 3  < 0 . 3  < 0 . 3  < 0 . 3  

ﾒ ﾁﾙ ｲｿ ﾌﾞ ﾁﾙ ｹ

ﾄﾝ 
p p m   

< 0 . 1  < 0 . 1  < 0 . 1  < 0 . 1  < 0 . 1  < 0 . 1  < 0 . 1  < 0 . 1  

ﾄ ﾙ ｴ ﾝ  p p m   
< 1  < 1  < 1  < 1  < 1  < 1  < 1  < 1  

ｽ ﾁ ﾚ ﾝ  p p m  0 . 4  
< 0 . 0 4  < 0 . 0 4  < 0 . 0 4  < 0 . 0 4  < 0 . 0 4  < 0 . 0 4  < 0 . 0 4  < 0 . 0 4  

ｷ ｼ ﾚ ﾝ  p p m   
< 0 . 1  < 0 . 1  < 0 . 1  < 0 . 1  < 0 . 1  < 0 . 1  < 0 . 1  < 0 . 1  

ﾌ ﾟ ﾛ ﾋ ﾟ ｵ ﾝ

酸  
p p m  0 . 0 3  

< 0 . 0 0 3  < 0 . 0 0 3  < 0 . 0 0 3  < 0 . 0 0 3  < 0 . 0 0 3  < 0 . 0 0 3  < 0 . 0 0 3  < 0 . 0 0 3  

ﾉ ﾙ ﾏ ﾙ 酪 酸  p p m  0 . 0 0 1  
< 0 . 0 0 0 1  < 0 . 0 0 0 1  < 0 . 0 0 0 1  < 0 . 0 0 0 1  < 0 . 0 0 0 1  < 0 . 0 0 0 1  < 0 . 0 0 0 1  < 0 . 0 0 0 1  

ﾉ ﾙ ﾏ ﾙ 吉 草

酸  
p p m  0 . 0 0 0 9 

<0.00009 <0.00009 <0.00009 <0.00009 <0.00009 <0.00009 <0.00009 <0.00009 

ｲ ｿ 吉 草 酸  p p m  0 . 0 0 1  
< 0 . 0 0 0 1  < 0 . 0 0 0 1  < 0 . 0 0 0 1  < 0 . 0 0 0 1  < 0 . 0 0 0 1  < 0 . 0 0 0 1  < 0 . 0 0 0 1  < 0 . 0 0 0 1  

臭 気 指 数    
< 1 0  < 1 0  < 1 0  < 1 0  < 1 0  < 1 0  < 1 0  < 1 0  

風 向  

風 速  
m / s   

北 西  

1 . 2  

北  

< 0 . 5  

北 北 東  

< 0 . 5  

北 東  

< 0 . 5  

北 北 西  

< 0 . 5  

東  

< 0 . 5  

北 北 西  

< 0 . 5  

北 北 西  

0 . 5  

 
（ 測 定 場 所 ＝ 敷 地 境 界 線 上 ・ 測 定 回 数 ＝ 年 ２ 回 ）  
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3  騒 音 ・ 振 動 測 定  

時 間 帯  協定値 

d B ( A )  

測定点 結 果  

d B ( A )  

特 記 事 項  風 速 等  

（ m / s ）  

 

朝  

R 0 4 . 1 2 . 0 2  

6 : 0 0 ～  

 
55 

東  44 北側道路車両音、隣接下

水処理場機械音、鳥の声 

1.4(S)  

西  50 北側道路車両音、草木

音、鳥の声 

1.5～

1.6(SE)  

南  46 隣接下水処理場機械音、

草木音、鳥の声 

1.5～

1.7(NE)  

北  42 北側道路車両音、草木音 1.4～

1.6(S)  

 

昼  

R 0 4 . 1 2 . 0 2  

1 1 : 1 8 ～  
60 

東  48 北側道路車両音、航空機

通過音、チャイム、鳥の

声 

0.5～

2.0(N)  

西  58 鳥の声 1.5(NE)  

南  49 隣接下水処理場機械音、

西側道路車両音、草木

音、鳥の声 

0.5(S)～

2.1(E)  

北  50 北側道路車両音、草木

音、鳥の声 

3.2(NNE)

～2.0(N)  

 

夕  

R 0 4 . 1 2 . 0 2  

1 9 : 1 9 ～  55 

東  46 隣接下水処理場機械音、

北側道路車両音 

0.1～

1.1(N)  

西  49 草木音 1.0(NW)  

南  46 隣接下水処理場機械音、

航空機通過音、草木音、

動物が枝を揺らす音 

1.2(W)  

北  44 北側道路車両音、航空機

通過音、犬の声 

0.4(N)  

 

夜  

R 0 4 . 1 2 . 2 6  

2 2 : 1 0 ～  

 
50 

東  44 隣接下水処理場機械音、

北側道路車両音、鉄道車

両通過音 

0.1(N)  

西  47 北側道路車両音、人が落

ち葉を踏む音 

無風～

0.1(NW)  

南  45 隣接下水処理場機械音 0.1(S)  

北  43 隣接下水処理場機械音、

北側道路車両音、 

鉄道車両通過音 

無風～

0.1(NE)  

（ 測 定 場 所 ＝ 敷 地 境 界 線 上 ・ 測 定 回 数 ＝ 年 １ 回 ）  （ 結 果 は 中 央 値 ： Ｌ 5 0 ）  

 

参 

考 

資 

料 

40 

4  振 動 測 定 結 果  

時 間 帯  協 定 値  

d B  

測 定 点  結 果  

d B  

特 記 事 項  

昼  

R 0 4 . 1 2 . 0 2  

1 1 : 1 8 ～  

6 5   東  3 0 未 満  -  

西  3 3  西側道路の交通に伴う振動 

南  3 0 未 満  西側道路の交通に伴う振動 

北  3 0 未 満  北側道路の交通に伴う振動 

夜  

R 0 4 . 1 2 . 0 2  

2 2 : 1 6 ～  

6 0   東  3 0 未 満  北側道路の交通に伴う振動 

発生源を特定できない振動 

西  3 2  -  

南  3 0 未 満  発生源を特定できない振動 

北  3 0 未 満  北側道路の交通に伴う振動 

（ 測 定 場 所 ＝ 敷 地 境 界 線 上 ・ 測 定 回 数 ＝ 年 １ 回 ）  （ 結 果 は 中 央 値 ： Ｌ 5 0 ）  

 



 

  

上野センター 

１  放 流 水 測 定 結 果  

 

 p H  Ｂ Ｏ Ｄ Ｃ Ｏ Ｄ 塩化物イオン Ｓ Ｓ  大 腸 菌 群 数 全 窒 素 全リン 

単 位   ㎎ / L  ㎎ / L  ㎎ / L  ㎎ / L  個 / ㎤  ㎎ / L  ㎎ / L  

基 準 値  5.8～8.6 2 0  5 0   7 0  3 0 0 0  6 0  2  

R04 .04 .01  6 .9  0 .9  4 .6  25  1  <30  8 .5  0 .50  

R04 .05 .06  7 .4  0 .5  10  40  1  <30  0 .7  0 .04  

R04 .06 .02  7 .2  <0 .5  3 .3  32  3  <30  2 .4  0 .10  

R04 .07 .07  7 .2  1 .1  4 .8  29  1  <30  2 .5  0 .34  

R04 .08 .04  7 .3  1 .9  4 .8  31  1  <30  3 .7  0 .71  

R04 .09 .01  6 .7  0 .6  3 .3  19  1  <30  2 .9  0 .34  

R04 .10 .06  7 .2  1 .1  4 .7  38  1  <30  5 .2  0 .36  

R04 .11 .02  7 .2  1 .1  3 .8  27  <1  <30  5 .8  0 .05  

R04 .12 .01  7 .3  0 .6  3 .8  33  3  <30  3 .9  0 .08  

R05 .01 .05  7 .1  <0 .5  3 .6  22  <1  <30  6 .3  0 .06  

R05 .02 .02  6 .9  2 .4  4 .5  27  2  <30  12  0 .08  

R05 .03 .02  6 .8  1 .8  4 .7  26  5  <30  11  0 .19  
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２  臭 気 測 定  

 

項   目  単 位  北  南  

R04.07 .26 R04.07 .26 

ア ン モ ニ ア  p p m  <0 .1  0 .1  

メ チ ル メ ル カ プ タ ン  p p m  <0 .0002 <0 .0002 

硫 化 水 素  p p m  <0 .002 <0 .002 

硫 化 メ チ ル  p p m  <0 .001 <0 .001 

二 硫 化 メ チ ル  p p m  <0 .0009 <0 .0009 

ト リ メ チ ル ア ミ ン  p p m  <0 .0005 <0 .0005 

ア セ ト ア ル デ ヒ ド  p p m  <0 .005 <0 .005 

プ ロ ピ オ ン ア ル デ ヒ ド  p p m  <0 .005 <0 .005 

ノ ル マ ル ブ チ ル ア ル デ ヒ ド  p p m  <0 .0009 <0 .0009 

イ ソ ブ チ ル ア ル デ ヒ ド  p p m  <0 .002 <0 .002 

ノ ル マ ル バ レ ル ア ル デ ヒ ド  p p m  <0 .0009 <0 .0009 

イ ソ バ レ ル ア ル デ ヒ ド  p p m  <0 .0003 <0 .0003 

イ ソ ブ タ ノ ー ル  p p m  <0 .09 <0 .09 

酢 酸 エ チ ル  p p m  <0 .3  <0 .3  

メ チ ル イ ソ ブ チ ル ケ ト ン  p p m  <0 .1  <0 .1  

ト ル エ ン  p p m  <1  <1  

ス チ レ ン  p p m  <0 .04 <0 .04 

キ シ レ ン  p p m  <0 .1  <0 .1  

プ ロ ピ オ ン 酸  p p m  <0 .003 <0 .003 

ノ ル マ ル 酪 酸  p p m  <0 .0001 <0 .0001 

ノ ル マ ル 吉 草 酸  p p m  <0 .00009 <0 .00009 

イ ソ 吉 草 酸  p p m  <0 .0001 <0 .0001 

臭 気 指 数   <10 <10 

風 向  

風 速  

 

m / s  

南 

1 .1  

南南西 

1.4  

（ 測 定 場 所 ＝ 敷 地 境 界 線 上 ）  
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ご覧くださいまして、ありがとうございました。 

地域の皆様がさらに安心して快適に暮らしていただけ

るように、今後とも職員が一丸となって運営に取り組

んでいきますので、地域の皆様、関係者の皆様のご理

解とご支援をどうぞよろしくお願いいたします。 


